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研究成果の概要（和文）：ビーチコーミングを、自然史科学の視点から再認識し、ビーチコーミング学として提
唱した。北海道や奄美群島の離島で、野外調査と試料採集を行ない、海岸漂着物の教材化の基礎データを分析し
た。また、漂着物展示やビーチコーミング体験学習がある自然史系博物館において資料収集を行なった。
教員養成大学の野外実習を伴う授業で、学生に海辺での自然体験をさせ、漂着物を用いた自然史教育の実践的リ
テラシーを行った。また、漂着物を解説したガイドブックやリーフレットを作成し、学生の野外調査指導や教員
の免許更新講習の資料として活用した。さらに小・中学校への模擬授業に学生ともに参加し、漂着物を用いた授
業実践を行った。

研究成果の概要（英文）：Recognizing beachcombing from the viewpoint of natural history science and 
proposing it as beachcombing science. Field surveys and sample collection were conducted in remote 
islands in Hokkaido and Amami archipelago, and basic data on making marine debris used as materials 
was analyzed. I also collected materials at the Natural History Museum, which has a display of 
marine debris and hands-on learning on beachcombing.
In a class with field training at the teacher training university, students were given natural 
experiences on the beach, and practical literacy was conducted on natural history education using 
marine debris. In addition, I made a guidebook and leaflet explaining the marine debris and used it 
as a material for the field research guidance of the students. Furthermore, both students 
participated in simulated classes for elementary and junior high schools, and conducted class 
practice using marine debris.

研究分野：古生物学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
趣味や遊びとして捉えられていたビーチコーミングを、自然史科学の視点から再認識し、学際的な自然史分野を
横断するビーチコーミング学（Beachcombing Science）として提唱した。また、ビーチコーミング学の実践とし
て、野外や室内において海岸漂着物から自然の多様性を理解し、それらを読み解く自然史教育のリテラシー能力
を高めることを目標とした。具体的にはビーチコーミングに基づく自然史教育を、小・中学校への模擬授業に学
生ともに参加し、漂着物を用いた授業実践を行った。さらに漂着物を活用した自然史教育リテラシーの総括を行
い、その結果を子どもたちや一般市民向けの体験型アクティビティに反映させた。
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１．研究開始当初の背景 
  海に囲まれた日本の子どもにとって、海岸は自然体験の場所であった。しかし、都市化が進
むにつれ、護岸や埋め立てで陸と海が遮断され、海岸での自然体験が難しくなっている。一方、
最近海岸での自然体験や環境教育のために、海岸漂着物が注目されるようになった。漂着物の
採集は、以前からビーチコーミング(Beachcombing)とよばれ、趣味や野外遊びとしての位置づ
けであったが、各地で漂着物展が開かれ、ビーチコーミング講座が開催されるようになった。 
 海岸に打ち上げられた漂着物は、自然物と人工物に大別される。これらは個人コレクション
やクラフト材料として興味が持たれ、ビーチコーミングは海岸を楽しむ趣味として国内外で市
民権を得た 。一方、自然体験学習や野外教育学でも、安全で手軽な野外体験活動として、ビ
ーチコーミングが学校教育や生涯教育の様々な場面で活用されている 。 
  ところで、動物・植物・岩石等で代表される自然の漂着物 は、海岸を特徴づける自然史試
料としては十分に評価されていない。大型で目立つ鯨類や美しい貝類などは環境モニタリング
でも活用されているが、その対象は一部である。しかし、海岸に打ち上がる多様な自然の漂着
物は、地域における自然の豊かさを反映するものである。 
 一方、地球温暖化、自然災害、環境汚染が一段と進み、自然史教育の重要性が議論されている。
自然の示す多様性や環境変化を理解して、それらを読み解く自然史教育のリテラシー能力を一
層高めることが必要であろう。このためには、自然現象をデジタル化して捉えるだけでなく、
アナログ的・体験的に捉える必要がある。自然史科学系の学会では、様々なアウトリーチ活動
がなされているが、まだ十分とはいえない。 
 本研究では自然史教育のリテラシー能力を高めるために、ビーチコーミングでの体験を重視
する。動物・植物・岩石などで代表される漂着物は貴重な自然史試料で、漂着物は地域の多様
性の指標であり、地域の自然環境を別の視点から見直す機会にもなる。さらに漂着物を自然史
試料として教材化し、それに基づく体験型アクティビティを実施すれば、学生たちの自然史教
育のリテラシー能力をさらに高めることできる。 
  
２．研究の目的 
  本研究では生物界で昆虫類についで種数が多く、その大半が海洋に生息する貝類（軟体動物）
を主要な検討対象とする。貝類は硬組織の貝殻をもつため、海岸漂着物としては普通に見られ
るものである。また、日本列島の各地の海岸から、打ち上げ貝類の報告がなされ、北方から南
方まで地域ごとの貝類相の特徴が判明してきた。これらの成果によると、ひとつの海岸から数
十〜数百種の打ち上げ貝類が記録され、打ち上げ貝類の多様性は漂着物多様性を代表する指標
として用いることができる。趣味や遊びとして捉えられていたビーチコーミングを、主に自然
史科学の視点から再認識し、学際的な自然史分野を横断するビーチコーミング学（Beachcombing 
Science）として提唱する。また、ビーチコーミング学の実践として、野外や室内において海岸
漂着物から自然の多様性や環境変化を理解し、それらを読み解く自然史教育のリテラシー能力
を高めることを目標にする。 
  北海道の離島で、野外調査と試料採集を行ない、海岸漂着物教材化のための基礎データとす
る。採集した漂着物の同定や解析を行い、それらを自然史教育の教材として活用する。また、
漂着物展示やビーチコーミング体験学習がある全国の自然史系博物館において資料収集を行な
う。日本列島は地域的に特徴があり、日本海側と太平洋側の博物館の事例をそれぞれ検討する。 
初年度には以前作成したガイドブックの続編のガイドブック（応用編）を作成する。次年度以
降は野外や室内においてガイドブックを活用し、ビーチコーミング学の基礎を習得する。また、
大学の授業のうち野外実習を伴う科目で、学生に実際にビーチコーミングを体験させる。 
 海岸で漂着物を採集し、海洋生物の多様性の意義や地球温暖化による暖流系生物の北上や海洋
汚染などを考察し、漂着物を用いた自然史教育のリテラシーを行なう。 
 さらに海岸漂着物を活用した自然史教育リテラシーの総括を行い、その結果を体験型アクティ
ビティに反映させる。最終年度にはジオ・フェスティバル（札幌市青少年科学館）に参加し、
ビーチコーミングに基づく自然史教育を、各種の体験型アクティビティとして、子どもたちや
一般市民向けに実施する。 
 
３．研究の方法 
  ビーチコーミングを、自然史科学の視点から再認識して、ビーチコーミング学として提唱す
る。また、海岸漂着物を読み解き、自然史教育のリテラシー能力を高めることを目標にする。 
  １．北海道の離島で、野外調査と試料採集を行ない、海岸漂着物の教材化の基礎データとす
る。また、漂着物展示やビーチコーミング体験学習がある自然史系博物館において資料収集を
行なう。２．大学の授業のうち、野外実習を伴う「アカデミックスキル」、「地学野外巡検」
等において、学生に海辺での自然体験をさせ、漂着物を用いた自然史教育の実践的リテラシー
を行なう。３．アウトリーチでは、学会発表や論文投稿に加えて、体験型アクティビティを実
施する。教員養成大学で海岸漂着物を用いた環境教育理解と海岸の自然体験及び教材化を行う。 
 



４．研究成果 
 （１）平成２８年度は、中央北海道の余市浜中海岸を定点として、定期的に漂着物の調査や
採集を行った。継続的な調査検討の結果、トリガイ、サクラガイ、アオイガイ等の暖流系貝類
の打ち上げを確認した。また、日本海沿岸の野外調査では、北部北海道沿岸で、貝類や漂着種
子の調査や採集を試みた。一方、北方地域との比較のため、奄美群島奄美大島及び徳之島で、
打ち上げ貝類の調査や採集を行った。さらに長年にわたる研究成果を総括して、「北海道の海
辺を歩くービーチコーミング学入門」（中西出版）を出版した。 
 （２）平成２９年度も、中央北海道の余市浜中海岸を定点として、定期的に漂着物の調査や
採集を行った。継続的な調査検討の結果、トリガイ、サクラガイ、アオイガイ等の暖流系貝類
の打ち上げを確認した。また、日本海沿岸の野外調査では、南部北海道沿岸で、貝類や漂着種
子の調査や採集を試みた。一方、北方地域との比較のため、奄美群島奄美大島及び加計呂麻島
で、打ち上げ貝類の調査や採集を行った。また、昨年度に出版したガイドブックを自然史教育
の教材として、学生の野外調査指導や教員の免許更新講習の資料として活用した。 
 （３）平成３０年度は、中央北海道の余市浜中海岸を定点として、定期的に漂着物の調査や
採集を行った。３年間の継続的な調査研究の結果、多数の暖流系貝類や南方の漂着種子を確認
した。これらの暖流系貝類の出現は、日本海北部の海面水温の上昇と連動し、地球温暖化の明
瞭な影響が示唆された。また、昨年度に出版したガイドブックを自然史教育の教材として、学
生の野外調査指導や教員の免許更新講習の資料として活用した。さらに長年の研究成果に基づ
いて、「海とヒトの関係学２ 海の生物多様性を守るために」（西日本出版）の第１章（海岸
漂着物から地球環境を読む）を分担執筆した。 
 （４）一連の研究成果は漂着物学会、古生物学会はじめ各種学会で発表し、順次これらの学
会誌で公表した。このうちアサガオガイ類の大量漂着や暖流系クラゲの漂着例は、海洋環境の
地球温暖化の一例として注目された。特に日本列島におけるアサガオガイ類の時空分布の検討
結果は、第５回国際古生物会議（5th International Palaeontological Congress）や第３回ア
ジア海洋生物シンポジウム（3rd Asian Marine Biology Symposium）で発表した。また、2016
年に出版した「北海道の海辺を歩くービーチコーミング学入門」（中西出版）を漂着物の自然
史教育の教材として、学生の野外調査指導や教員の免許更新講習の資料として活用したが、見
やすくてわかりやすいと好評であった。 
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